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I
HenryJames中期 の小 説WhatMaisieknew(1897)では,子 供 の主 人
公Maisieの外界認識 が不安 定 なため に,Maisieがほん と うに外 界 を認識
で きたのか どうか につ いては,大 いに疑 問の残 る とこ ろで ある。
StuartHutchinsonは,Maisieの外界認識 の不安 定 さは,Maisieの外
界認識 の不 可能性 を示す もの であ る とす・る。他 な らぬ この小説の題名 にあ
る"knew"とい う動詞 の時制 が,認 識が過去や 未来 と安 定 したつ なが りを
持 った普遍 的現在に属す るこ とを示す現在 時制 では な く,ひ とつの時 に し
か属 さない限定 され た認識 を示す過 去時制 であ ることに着 目したHutchin-
sonは,Maisieの認識の あ り方 を,い つ までた つて も一時 的で部分 的で相
対 的 な ものであ り,最 終的に何 らかの価値 体系へ まとめ上 げられる ことの
ない もの と考 え るのであ る。1)
本稿 で は,Maisieの外界認 識は究極的 には不 可能 である とす るHutch-
insonの説 を基本的 には受 け継 ぎなが ら,Maisieの外界認識が不可能 で あ
る理 由 を,外 界の特殊 な存在様式 その ものの 中に探 ってゆ きたい と思 う。
Maisieの運命 は,他 の どん な女 の子 よ りもす ぐれた理 解力 を持 ってい る
に もかかわ らず,"muchmorethansheatfirstunderstood"(P.9)2)を見
たこ とであ ったが,"phantasmagoric"(p.9)な外 界に充足 した意 味 を付着
させ ることの できないのは,・Maisieの無知 のせ い とい うよ りもむ しろ,
Maisieを無知 の ままに放 ってお く外界のせ いで ある。Maisieの実母Ida
は,"shadingoff...intotheunknowable"の様子 をしてお り,Maisieに
満足 のい くような意味 を与 え る代 わ りに,"Findoutforyourself!"(p.34)
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と鋭 く言 い放 つ。外界 は,Maisieに意 味 を与 えよ う とはせ ず,意 味 をた
ずね られ た として も,"soundsofderision"(P.34)で答 えるだけの ように
思われ る。 この ように,意 味に対 して留保 の姿勢 を とる外界 とは,い った
いいか な る存在 であるのか 。
II
Maisieを取 り巻 く外 界 は,上 流社会 とい うある特 定の社会階 級 であ る。
この階級 は,社 会の 上層部 に あ りなが ら,社 会 の 中枢部 か らは 除 外 され
てい る。 なぜ な ら,も の とものの価値 を生 み出 して社会 の規 範 を作 り上 げ
て,社 会 の中枢部 を形成す る生産 的 な階 級(そ の 中心 は,も ちろん,文 字
通 り中産階 級 ブル ジ ョワジーで あろ う)の 存在基盤 は,家 族 と仕 事 とい
えるが,こ の両方に対 して,上 流階級 に属す るMaisieの両親達 は,極 め
て希 薄 な意識 しか持 っていな いか らで ある。 そ もそ も,Maisieの実 の両 親
が離婚す る ところか ら,こ の小説 は始 まる。彼 ら,特 に子供 との結 びつ き
が強 いはずの実母Idaで さえ,Maisieに全 く愛着 を感 じて いない こ とは,
・Mammadoesn'tcareforme....Notreally"(P.83)とい うMaisieの
言葉 か らも明 らかであ る。Maisieの義 父SirClaudeは,"thereareno
family-women‐hangedifthereare!Noneofthemwantanychildren
-hangediftheydo!"(p.61)と言 って,妻 や母 となって家族 の要 となる
べ き女性が皆無 であ るこ とを指摘す る。だが,自 称"family・man"(P・61)
であ るSirClaudeも,結局 は,義 理 の娘Maisieの養育 よ りも,Maisie
の義母 であ る魅惑的 なMrs,Bealeとの恋 を選 び とるの であ る。
仕事 の方 も同様 であ る。Maisieの実父BealeFarangeは,若い頃 は外
交官 にな るはず であ ったが,"momentarilyattached,withouta-salary,
toalegation"(p.8)・とい う一 時的 な無給 の職 につ いただけ で,そ の後は
外交 の職 につ くこ ともな く,果 ては金持 ちのア メ リカ人女 性の厄介 にな る
どい う寄 生 虫の ような存在 にな って しま う。SirClaudeも・また,議 員生活
に入 るこ とな く,恋 愛の駆 け引 きに忙 しい。IdaやMrs,Bealeら女性達
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は,言 わず もが な であ る。
この よ うに,Maisieの両親達 か らは,家 族 と仕事 とい う要素が,実 質 的
には欠落 してい る。 そ して,こ れ ら二つの要素 が,前 述 の通 り,社 会 を束
ね る意味体 系 を生 み出す生産 的な階級の存在基盤 で あるこ とを考 えるな ら
ば,こ の両 方 を欠 くMaisieの両 親達は,意 味の生産行為 に携わ らない,
いや携 わ ることの で きない非 力な非生産的 な階級の 入間であ るこ とにな ろ
う。 では,意 味 と意 味 の生産 に無 縁な彼 らの存在基盤 は何 か。
JohnCarlosRoweは,TheTurnoftheScrew論において,非 生産 的な貴
族 階級の あ り方 を,言語 の意 味決定不可能性 と関連づ けて考察 してい る。3)
TheTurnoftheScrewは,正しい意 味 を求め て循環 し続け る"unreadable"
な小 説で あ り,こ の小 説の"unreadability"のmetaphorが,作中人物の
theUncleであ るとす るShoshanaFelmanの説4)に対 して,Roweは,the
Uncleの存 在様 式 その もの を解明す ることによって、"unreadable"なこの
小説は"readable"なもの となる と主張す る。 なぜ な ら,theUncleは,'
意味 を生産 す るこ とのな い非 力な貴族 階級 の人間で あり,彼の存在 は,い わ
ば 言語の意味決 定不可能 性の上 に成 り立 っている と考 えられ るか らであ る。
the Uncle, who appropriates the essential undecidability of language 
 .... Because he identifies himself with all that exceeds the deter-
minate meanings of culture (represented in the narrative by written 
 "letters")  ..  .. As the one who refuses to read and writes only to refuse 
to read, he excludes himself from the central and inevitable labor of 
the culture to "produce" meaning. In his extravagance, he becomes 
the figure of what cannot be  read.5)
非生産的 な貴族階級 は,自 らの非 力 さを逆手 に とって,あ らゆ る固定 した
意味 を逃 れ出て ゆ く剰 余性,曖 昧性 を,自 らの存在基盤 とす るので あるが,
その よ うな剰余 的な存在 とな るための具体 的な手段 として,theUncle.は,
意味 を求 めて狂奔す るtheGovemessに,決して彼女 の仕事 に 自分 を巻 き
込 まない よ うに とい う"singular,determinateprohibition"6!の言葉 をつ
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きつ け る。 この禁 止の言葉 によ り,theUncleは,不在 の存在 とな り,
theGovemess,そして,必 然的 にtheGovemessの役割 を演 じさせ られ る
批評家達 の投 げか け る意味 の網 の 目か ら逃 れ出て しま うとRoweは考 え る
わけだが,WhatMaisieknewでは,事 情 は少 し異 なる。Maisieの両 親達
は,不 在 の存在 とな ることはない。彼 らは,Maisiさの認識対 象 と して,あ
るいはMrs.Wixの批 判対象 として顕 在化 してい る。,不在 に よって ではな
く顕在 によ って意 味体 系か ら抜 け出 し,剰 余 的な存在 となるために,彼 ら
が用 いる手段 は,現 われ出 た姿,appearanceであ る。
"III
Mrs.Bealeは,最初,Maisieの家庭教 師であ ったに もか かわ らず,
Maisieの実父BealeFarangeと結婚 し,更 にSirClaudeと情事 を持 つ
ことに なるが,そ れ は,彼 女が始 めか ら,階 級の 異な るBealeFarange達
に 多分に類似 した人間であ ったか らだ とい える。Mrs.Bealeは,全く家庭
教 師 らし くない 家庭教 師で あ った。 決 して エ プロ ンをしない彼女 は,非
常に美 しく,雇 い主 のIdaよ りも巧み にフ ォー クを操 った。"Hertask
washomely,buthermovement,likeallhermovements,graceful"(p.17)0
美 しい容貌 と優雅 な身 のこな しに よって,Mrs.Bealeは,結婚 前のMiss.
Overmoreとい う名が示す通 り,働 かね ばな らない,従 って生産的 な出身
階級か らも ともと浮 き上が り,上 層の階級 に よ り近 い存在であ った。つ ま
りデ3この よ うな見事 なappearanceこそ,Mrs.BealeとBealeFarange
達 を結 ぶ共通 の絆であ り,何 よ りも,BealeFarange達非生 産的 な階級
の人間 を特 色づ け るもの なのであ る。
実際,BealeFarangeやSirClaude,Ida達は,Mrs.Beale同様,.そろ
って美 しい容 貌 を持 ち,優 雅 なふ る まい をす る。"Likeherhusbandshe
[lda]carriedclothes,carriedthemasatraincarriespassengers"(p.8)
とい う描写 に もある ように,そ の身だ しなみ も相 当な もの であ る。 彼 らの
appearanceの見事 さは,Maisieにその崇拝 を促 すほ どだ。
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Princelywaswhathe[SirClaude]stoodthereandlookedandsound-
.ed;thatwaswhat.Maisiefortheoccasionfoundherselfreducedto
simpleworshipofhimforbeing.(p.259)
彼 らが,完 壁 に 近 い ま で め す ば ら し いappearanceを備 え て い る こ と は,
彼 ら の ふ る ま い が 俳 優 の 演 技 の よ う に 見.え,彼 ら の.織り な す 世 界 が 一 種 劇
場 性 を帯 び て い る こ と か ら も 明 ら か で あ る 。Maisieは,彼 ら の 行 う"per-
formance"を鑑 賞 す る"amiteofahalf-scaredinfant.ina・greatdim
theatre"(p.9)にた と え ら れ,Idaに は 女 優 の イ メ ジ が 振.り当 て ら れ て い
る 。
what idea, as she now came grandly on, did mamma  fit  ?  —  unless 
that of an actress, in some tremendous situation, sweeping down to 
the footlights as if she would jump them.  (p.  142)
彼 らが・.それほ ど見事 な 号PPearanceを備 えてい るの は・appearanceカご・
彼 らに とって,欠 かす こ とので きない もので あるか らだ。appearanceとい
う と,す ぐに,そ の対立概 念で あるrealityが思 い出 され るが,彼 らに と
ってのappearanceは,realityと切 り離 され,対 置 され るappearanceで
あ ろ うρ〕・Id・とBea1・F・a・g・}・つ い{・"th・ywereawfully…d-
lookingtheyhadreallynotbeenanalysedtoadeeperresiduum"
(p.7)とい う描 写 が あ る が,彼 ら は も と も とappearanceしか 持 っ そ い な い
の で は な ・)か.確 か1;,Si・Claud・1ヰ,・pPea・anceとは 区 膿 れ 舶 分
のrealityが あ る こ と を 力 説 す る 。 彼 は,"Whateverit[mytype]may
beIdaresayitdeceivesyou"と述 べ て,自 分 φaPpearanceの 当 て}≒
ならないことを指摘した後で,次 のように強調す る。
しか し,彼の実際の行動は,彼 のこの言葉を裏切 っている。前述の通 り,
"The truth about me is simply that  I'm the most unappreciated  of  — 
what do you call the  fellows  ? —  'family-men.' Yes,  I'm a family-man; 
upon my honour I am !" (p. 61)
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彼は,Maisieの父親 に収 まって,"family・man"の面 目躍如 た るところ を
見せ るの を放棄す る。彼は,appearanceからrealityを区別 しよう とす る
に もか かわ らず,自 分 のrealityとみ なす もの を 自ら否定 し,appearance
だけ の存在 となってい るの である。従 って,SirClaude達は,appearance
の下 にrealityを隠 して いた り,いつ かはappearanceを脱 ぎ捨 てて,reality
を現 わ した りす るのではな い。appearanceによってのみ存 在 す る彼 らに
とって,appearanceはその ままrealityであ るの だ。
では,appearanceがrealityと同一 となる と,い かな る事 態 を招 くの
か。appearanceは,普通,realityと対 にな って連想 され る ところか ら,
realなもの,真 実 の もの とは正 反対の,何 か しら欺瞞的 な もの と設定 され
が ちで ある。事 実,SirClaudeは,自分のappearanceを"deceivesyou"
であ る として,そ の欺瞞性 に はっ き りと言及 してい る。つ まり,SirClaude
達 のappearanceは,いか に様々 の意 味の可能性 をは らんで いて も,そ の
1・ 鹽ら
意 味 を解釈 す る者 を一 人残 らず,"deceive"する ものであ る。彼 らのap-
pearanceが提示す るのは,真 実 の,確 定的 な意 味では な く,一 時的 で流動
的で不安定 な意味 なの である。丁しか し,appearance自体がrealityである
彼 らに とっては,そ の よ うな種 類 の意 味 と もいえない ような,　,味が,い わ
ば本 当の意 味 であ り,こ の意味の不決 定 駐,不 明瞭 陸こそ,彼 らあ存在基
盤に なってい る といえよ う。Mrs.Bealeの結婚前 の名Miss.Overmoreは,
彼女 が もともと生産的 な階 級 を超 え出 る人 間であった ことだけ を示す ので
はな い。 その名 はまた,限 定 され た意 味の領域か ら常 に流 れ出 し,逃 れ去
る非生産 的な階級 の人間の剰 余性(over-more)をも明 らか に してい るので
あ る。非生産 的 な階級 に属 す るSirClaude達は,不 在 の存 在 とな らな く
とも,appearanceを自 らのrealityたらしめ るこ とに よって,特 定 の意 味
に捕 われな い剰余 的な存在 となってい るの だ。
この よ うなSirClaude達と対 極 に位 置す るのが,Mrs.Wixである。
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Mrs.Wixは,Mrs.Bealeの後任者 としてMaisieの家庭教師 に なるが,
同 じ家庭教 師であ って も,Mrs.Bealeとは著 しい対照 をなす 。Mrs.Beale
は,家 庭 教師 であ りなが ら家庭 教師 を逸 脱 した存在 であ ったが,Mrs.Wix
は,反 対に,家 庭 教師 とい う生産的 な階 級にふ さわ しい存在 である。彼女
は,母 親の イ メジを換 起 させ る点 で,Mrs.BealeやIdaとは全 く異な って
い る。
What Maisie felt was that she [Mrs. Wix] had been, with passion and 
anguish, a mother, and that this was something Miss Overmore was 
not, something (strangely, confusingly) that mamma was even less. 
                                           (p.24)
Mrs.Wixは,お よそ家 族 という概 念の解体 してし まった世 界の中で,た
だ一人家族 につ い て語 り,家 庭的 な雰 囲気 をか もし出す こ とので きる人間
であ る。彼女 は,馬 車 でひ き殺 された 自分の小 さな娘ClaraMatildaにっ
いてMaisieに語 り,"She'syourlittledeadsister"(P.24)と述べ て,
ClaraとMaisieを"sister"とい う絆で結びつ け ようとす る。会話 の端 々
に 自分 自身 の生 活 を垣 間見 させ るMrs.Wixか らあふれ出 るの は,"foun-
tainsofhomeliness"(p.27)なの であ る。
生産的 な階 級の存 在基盤 である家族,娘Claraと 夫Mr,Wixを 共 に失
いなが ら も,家 庭 的な イメジで描写 され るMrs.Wixは,紛 れ もな く,生
産 的 な階級 の一員 であ る。彼女が,"peculiarlyandsoothinglysafe;safer
thananyoneintheworld,thanpapa,thanmamma"(p.26)であ るのは,
生産的 な階級の持つ確 固 とした意 味体 系 を,彼 女 もまた,持 ってい るか ら
だ。彼女 の存在 を しっか りと固定 す る意味体 系,そ れ は,彼 女 がMaisie
に行 う教育 か らも分 か るよ うに,moralsenseであ り,彼 女 は このmoraI
senseの体 現者 なのだ。
moralsenseを信奉す るMrs.Wixに とって,こ の意 味体 系か らはみ出
したSirClaude達は,厄 介な存在 であ り,Mrs.Wixは,彼 らを正 して,
自分 の意 味体系 の 中へ何 とか引 き入れ よう とす る。Mrs.Wixは,SirClaude
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につ いて,"He'sawonderfulnature"(P.97)とい う意 見 を持 ってお り,
まだ矯正 の可能性 のあ るSirClaudeに,仕事 と家族 を生 活の足場 とす る、
こ とを勧 め る。Mrs.Wixの考 えに よれ ば,公 職 にっ き国会議 員 にな るこ
とによって,SirClaudeは自分 の置かれて いる"awfulmisery"(P.98)か
ら救 われ るの であ り,ま た,義 理 の娘Maisieこそ,彼 の生 き 甲斐 とな り
うるのであ る。
"I do [appeal to you]
, Sir Claude, in the name of  all that's good in 
 you—  and oh so  earnestly  ! ... What you'll do for our young friend 
[Maisie] here I needn't say  .... What I  want to speak  of is what 
you'll  get—  don't you  see  ?  —  from such an opportunity to take hold. 
 ... take hold of her. Make her your  duty  —  make her your  life  : she'll 
repay you a thousand-fold !" (p. 106)
Mrs.Wixは,SirClaudeを家族 と仕事 で縛 るこ とに よって,彼 を自分
と同 じ生産 的 な階級の 人間 らしい存在 に しよう とす るのであ る。 一
だが,SirClaudeは,Mrs。Wixの勧告 には従 わず,議 員にな るこ とも
な く,Maisieの父親 となる代 わ りに,Mrs.Bealeの恋 人 とな る方 を選 ぶ。
Mrs.Wixの努 力 は,結 局,何 らの成果 をももた らさないのであ るが,そ
れ で も,Mrs.Wixは,SirClaude達の あ り方は まちが ってお り,そ のふ
るまいは"immorality"(P.272)であ る と'きび し く非難せ ず}こはお られ ない。
しか し,SirClaude達は,Mrs.Wixの意 の ままになる ような人間 で'はな
いのだ6"oh,..allhisairsservedhim!"(P.238)と述べ られてい る よう
に,appearanceをこの上 な く巧 妙 に駆使 す るSirClaudeは,Mrs.Wix
に とって手 に余 る人間であ り,彼の持 つappearanceの見事 さに,Mrs.Wix
自身圧倒 されて しま う。
Oh he was princely  indeed  : that came out more and more with every 
word he said and with the particular way he said it, and Maisie 
could feel his monitress [Mrs. Wix] stiffen almost with anguish 
against the increase of his spell and then hurl herself as a desperate
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defencefromitintothequiteconfessedpoornessofviolence,of
iteration.(p.261)
Mrs:Wi-xを圧倒 す るappearanceを持つ のは,SirClaudeだけ ではな
い1。Mrs,Bealeもまた,自 分 の都 合 のいい ように,自 分 の"strategicair"
(P.300)を使 づそ;.Mrs.Wixを懐 柔 しよう とす る。M亀Bealeた きび しい
批判 の言葉 を投 げつ けて きたMrs.Wixが懐 柔 され るの を見て,Maisieは,
Mrs.WixとMrs.Wixのmoralsenseが果 た して持 ちこたえ られ るのだ
ろ うか とい う疑念 を抱 く。"She[Maisie]becameonthespotquiteas
interestedinMrs.WIX'smoralsenseasMrs.Wixcouldpossiblybein
hers"(P.301)。そ して,Mrs.Bealeを受け入 れたのか ど うか答 え よ うとし
な いMrs:Wixに,Maisieは,"Ohyou'renobody!"(P.309)と叫ぶの で
あ るが,こ め言葉は,appearanceと対峠 ・した時のmoralsenseのもろさ
と,そ のmoralsenseを提 唱す るMrs.Wixの"humanweakness"(p.
331)を如実 に示 してい る といえ よう。F
だが,moralsenseは社 会の規範 として充分な有効性 を持 ち,そ の規 範
に則って い る人間はweakで はな く,む しろstrongなはず である。moral
sense側の人間がweakで あ る とは,逆 説 的な言い回 しではあ るまいか 。
この逆 説的 な考 え方,一 種 の価 値逆転の教義 を,FriedrichNietzscheは,
ZurGenealogiederMoral(1887)の中で展開 してい る。Nietzscheは,強
固な社会 倫理 となってい る道徳 を,怨 み づぼ くず る賢い奴隷 的な人間の「反
感」"Ressentiment"から生 まれた もの である と考 え る。7)奴隷的 な人間,
生が貧 困であ る弱者 は,自 分 よ りも強い人 間,生 が 充溢 した強者 を悪人 と
み なす1ことに よって,自 分 を正 当化 し,「善」、"Gut"と「悪」"Bose"の根
本概 念をそ こから発生 させ るわけ で,道 徳 と道徳 的な生 き方 を理 想化 した
「禁欲主義 的理 想」"asketischeIdeale"の前提 は,「生の貧 困」"eine
gewisseVerarmungdesLebens"g)なので ある。 そ して,こ れ らの概念 を,
Nietzscheは,生に対す る,人 間 的な もの に対す る反逆 で ある と規 定す る。
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dieser HaB gegen das Menschliche, mehr noch gegen das Thierische, 
mehr noch gegen das Stoffliche, dieser Abscheu vor den Sinnen, vor 
der Vernunft selbst, dieser Furcht vor dem  Gliick  and der  Schonheit, 
dieses Verlangen hinweg aus allem Schein, Wechsel, Werden, Tod, 
Wunsch, Verlangen selbst  —  das Alles bedeutet, wagen wir es, dies 
zu begreifen, einen Witten zum Nichts, einen Widerwillen gegen das 
Leben, eine Auflehnung gegen die grundsatzlichsten Voraussetzung 
des  Lebens.  .  .  . 9)
道徳的 な 生 き方 を理 想化 した 「禁欲 主義的理想」 は,あ らゆ る本来的 な
生の あ り方 か ら逃避す る幽・「無へ の意志」"einenWillenzumNichts",ニヒ
リズム であ る とみ なされて いるが,こ の 「無へ の意志」 は同時に 「真理 へ
の意志∫ で もある。"jenerunbedingteWillezurWahrheit,Idasistder
GlaubeandasasketischeIdealselbst"10)。道徳 という意味体 系 を確 立す る
ことは,道 徳 を絶対 的な価値判 断 の手段 とし,そ れに よって,全 ての もの
を一定 の方 向へ意 味づ け し,序 列 化 してい くことであ り,必 然 的に 自ら信
じるところのtruthを志 向す るこ とにな ろう。事実,Mrs.Wixは,Maisie
に話 して きかせ るfictionでさえ,"theblueriveroftruth"(P,27)が流 れ
る舞台 に して しま うほ ど,自 ら信 じるtruthを確 固 と持 った人間で ある。
生 か らの逃 避が 「truthをめ ざす意 味の固定化 であ るな らば,本 来的 な生 の
あ り方 は,そ の よ うな固定化 を常 に無効 にす るよ うなtruthを欠 くあ り方
だ といえる。果 た して,Nietzscheは,芸術が 「禁欲 主義 的理 想」 と対 立
す る根拠 と して,truthの不 在,あ るいは否定 を挙 げて いる。
-
本 来的 な生 がめ ざす のは,truthではな く,「虚偽 」."dieLiige"であ り,
本 来的な生 を支配す るの は 「真理へ の意 志」 では な く,「 斯瞞へ の意志」
1`derWillezurTduschung"なの であ る。
die Kunst, in der gerade die LUge sich heiligt, der Wille zur  Muschung 
das  Bute Gewissen zur Seite  hat, ist dem asketischen Ideale viel 
 grundgatzlicher entgegengestellt als die  Wissenschaft.  .  .  .11)
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そ して,こ の ような本来 的な生の あ り方 をす るのが,道 徳 的な弱 い生 き
方 をす る弱 い人間 と対 置 され る強い 人間であ るが,斯 瞞 的なあ り方 をし,
moralsenseを具 現す るMrs.Wixと対立 す るSirClaude達は,非 力 な
はず ではなか ったか 。SirClaude達は,意 味の生産行為 に加 わるこ とが で
きないために,appearanceを利用す るこ とで,意 味体系か ら逃 れ出 た。し
か し,SirClaude達の存在 を支 えるappearanceこそ,先 程 の引用 部分 の
中で,Nietzscheが,本来的 な生 の構成要素 の一つに数 えてい る 厂外見」
"Schein"に他な らない。つ ま1),彼らは,非 力 であるこ とに よって,ま さ
にその非力 さのゆ えに,本 来的な生 を生 き,逆 にMrs.Wix側の人 間よ り
も強い存在 とな りうるのであ る。意味 を生 み出せ ない非 力さ を,本 来 的な
生 を生 きる力強 さにす り変 え るこの したたか さによって,SirClaude達は,
社会の 中枢 に位 置 しないに もかか わ らず,中 枢蔀 の入間 よ りも優位,上 位
に立つの であ る。
V
JamesW.GarganoやPaulArmstrongは,SirClaude達外界 をMrs.
Wixが 表 わ してい るmoralsenseで捕 え るこ とは不適切,あ るいは捕 え
られない圏と認 めなが らも,な お,社 会 規範 では な く,Maisie個人の経験 に
よる外界把握 は可 能 であ ると考 えて いる。12)Maisieは,外界に柔軟 に反
応す るこ とで,認識 をつ ちか ってゆ き,彼女 の経験 の"thevariousaspects"
は,"combinetoformasystematicallyunifiedwhole"13)。っ ま り,
Maisieが経験す る外界 は,"asystematicallyunifiedwhole"とな りうる
の であ り,Maisieは,自らの経験に よって,外 界 を構 造的に意味づ け るこ
どが で きるとい うわけだが,こ うした経験 による外界把握は,社 会規範 に
よる外界把握 と根本 的に は何 ら変 わ りが ないではないか。外 界は,そ の よ
うな整然 とした意 味づけ を拒 み,拒 む こ とに よって,自 らの存 在 を強力 な
ものに して いるので あ り,経 験に よって も,社 会規範 によって と同様,外
界認識は不可能 だ といえ る。
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Maisieの外界である非生産的な階級は,捕 えどころのない,実 に近代
的な権力機構 であろう。剰余性,意 味づけによる到達不可能性 を武器 とす
り
るこの階級は,社 会の中心からはずれているほずであるのに,中 心にある
べ き生産的な階級よりも優位に立つことにようて;層依然 として,中 心にと
どまっているともいえよう。だが,こ の中心は,意 味で充足 した実体 を欠
く,空虚な中心であるのだ。
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